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やかな演技を披露しました

　9 月 7 日、高瀬中学校講堂で行われた第 26 回池田

町交通安全防犯町民大会での警察音楽隊とカラーガード

隊によるアトラクション（関連記事12ページ）



子ども・子育て支援新制度
　子ども・子育て支援新制度により、平成 27 年 4 月からお子さんの幼稚園・保育園等への入園を希望する保護

者の皆さんは、入園希望の申し込み後「保育の必要性」の認定を受けていただきます。

　手続きは平成 26 年 10 月から始まります。

　３つの認定区分　新制度では、3 つの区分の認定に応じて保育園、幼稚園等の施設の利用先が決まっていきます。

　保育の必要な事由　保育園での保育を希望する場合には、次のいずれかの要件に該当することが必要です。

　◆就労（フルタイムのほか、パートタイム、夜間、自営業などの居宅内の労働など、基本的に全ての就労を含む）◆妊娠、

　出産  ◆保護者の疾病、障害  ◆同居または長期入院等している親族の介護・看護  ◆災害復旧  ◆求職活動（起業準備を含む）

　◆就学（職業訓練校等における職業訓練を含む）◆虐待やＤＶのおそれがある場合  ◆育児休業取得中に、既に保育を利用

　している子どもがいて継続利用が必要な場合  ◆その他町が認める場合

　施設利用のための流れ

認定区分 対　　象　　者 主な利用先

１号認定
（教育標準時間認定）

２号認定
（満３歳以上・保育認定）

３号認定
（満３歳未満・保育認定）

お子さんが満 3 歳以上で、教育を希望される場合

お子さんが満 3 歳以上で「保育の必要な事由」に
該当し、保育所等での保育を希望される場合

お子さんが満 3 歳未満で「保育の必要な事由」に
該当し、保育所等での保育を希望される場合

幼稚園
認定こども園

保育園
認定こども園

保育園
認定こども園
地域型保育

保育園の利用を希望する場合
（池田保育園・会染保育園）

１　町保育課に「保育の必要性」の認定申請と
　　保育園等の利用希望の申し込みをします

２　町では申請書の希望や保育園等の状況など
　　により利用調整をします

３　町から認定証が交付され（２号認定・3 号
　　認定）利用決定通知書の交付後、利用施設
　　が決まります

幼稚園の利用を希望する場合

１　幼稚園等に直接利用申し込みをします

２　幼稚園等から入園の内定を受けます

３　幼稚園等を通じて利用のための認定を申請します

４　幼稚園等を通じて町から認定証が交付されま
　　す（1 号認定）

５　幼稚園と契約します
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　保育料について

　教育・保育施設等の特色

※ 1　地域型保育事業
・家庭的保育・・・少人数（5 人以下）の家庭的な雰囲気の中できめ細かい保育を実施
・小規模保育・・・少人数（6 ～ 19 人）を対象に、家庭的保育に近い雰囲気で保育を実施
・事業所内保育・・・会社の事業所の保育施設などで、従業員の子どもと地域の子どもを一緒の保育を実施
・居宅訪問型保育・・・障害や疾患で個別のケアが必要な場合など保護者の自宅で 1 対 1 の保育を実施

　池田町子ども・子育て会議の開催状況　※ HP 上で会議資料・会議議事等公開しています

　利用者負担基準が変わり、階層区分が現行の所得税から住民税での階層決定となります。

　保育料は現在の負担額とあまり変わらないように設定します。幼稚園に支払う料金も、町が定める負担額となるしくみ

になります。※具体的な料金は決まり次第お知らせしていきます。

　
平成 26 年 2 月から 7 月まで計 4 回開催しました。今後の町の子育て支援事業について協議し、子ども・子育て支

援事業計画書（27 年～ 31 年度）を策定しています。

＜現在までの主な協議事項＞
■町内保育園の認定こども園化について（平成 28 年度開始予定）
　幅広い家庭環境の子どもさんを受け入れられる認定こども園を目指します。
■子育て支援事業の充実について　
　更なる子育て支援充実に向けて、いくつかの新規事業について検討しています。その一部を紹介します。
　〇利用者支援事業・・・教育・保育施設や地域子育て支援事業の中から適切なものを選択し、円滑に利用できるよ
　　　　　　　　　　　　う情報の収集と提供を行い、相談助言等を行い、関係機関との連絡調整を行う事業
　〇短期入所事業・・・・保護者が疾病・疲労など身体的・精神的・環境上の理由により児童の養育が困難となった
　　　　　　　　　　　　場合、 養育・保護（原則 7 日以内）を児童養護施設に委託する事業
　〇保育園開放事業・・・未就園児親子が保育園に慣れ親しんでもらえるよう、また親子の交流の場の提供として保
　　　　　　　　　　　　育園を開放する事業
　〇実費徴収に係る補足給付事業・・・保護者の世帯所得状況等により、保育園で使用する日用品や文房具等の購入
　　　　　　　　　　　　費用や、行事への参加費用を助成する事業
　詳細は決まり次第、お知らせしていきます。

　池田町内保育園入園説明会の開催について　
　平成 27 年 4 月からお子さんの入園を希望する保護者の方は、ご出席ください。
　・日時：10 月 20 日（月）午前 10 時～　・場所：池田保育園

問い合せ先：保育課保育係　℡ 62-7601

問い合せ先 : 福祉課こども支援センター　℡ 61-5000

施　設　名 特　　　　　色 利用できる子ども

幼　稚　園  様々な遊びを中心とした教育により、小学校以降の教育の基礎をつくる施設  3 ～ 5 歳
　 1 号認定

保　育　園  就労等のため、家庭で保育が出来ない保護者に代わって保育を行う施設  0 ～ 5 歳
　 2 号認定・3 号認定

認定こども園

 幼稚園と保育園の機能や特長を合わせ持ち、地域の子育て支援も行う施設
　●保護者が働いている、いないに関わらず利用できる
　●保護者の就労状況が変化しても継続利用できる
　●未就園児家庭を含め「子育て相談」「親子の集いの場」などの子育て支
　　援を提供

 0 ～ 5 歳
　 1 号認定
 　2 号認定
 　3 号認定

地域型保育事業
※ 1

 少人数の単位で家庭で保育が出来ない保護者に代わって保育を行う事業  0 ～ 2 歳
　 3 号認定
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高齢者・乳幼児の
インフルエンザ予防接種について

　高齢者・乳幼児を対象とした、インフルエンザ予防接種の一部補助（公費負担）を行います。

　希望される方は町保健センターや役場、町内各医療機関に説明書を設置
しますので、熟読の上、接種してください。

▶ 高齢者予防接種補助 ◀
１　対象者
　　イ　平成 27 年 1 月 31 日までに満 65 歳以上になる方で、接種を希望される方
　　　（誕生日が昭和 25 年 1 月 31 日より以前の方）

　　ロ　60 歳以上満 65 歳未満の方で、慢性高度心・肺・腎・呼吸器機能等不全があって、
　　　　接種を希望される方
　　　（上記患者の他、身障手帳１級をお持ちの方、または１級相当の方も対象となります）

２　接種回数　　　1 回（2 回接種しても、補助対象となるのは 1 回のみです）

３　接種期間　　　平成 26 年 10 月 1 日 ～ 平成 27 年 1 月 31 日
　　　　　　　　　※この期間内に 65 歳に達する方、誕生日以降でなければ適用になりません。

４　個人負担額　　1,000 円（接種後医療機関窓口でお支払いください）
　　　　　　　　　（補助を受けない場合は 1 回の接種で 4,000 円程度かかります）

５　接種医療機関　大北管内の医療機関（別表）および追分クリニック
　　　　　　　　　※接種希望医療機関への事前予約が必要です。かかりつけ医で接種すること

　　　　　　　　　　   が望ましいとされています。

上記以外の医療機関（安曇野市・松本市など）で接種を希望する方 
　次の手順で手続きをお願いします。　　　
　①  接種希望医療機関へ連絡して予約する。 
　②  接種前に、福祉課窓口で予診票を受け取る。
　　  ※お手数ですが池田町総合福祉センター ( やすらぎの郷 ) の福祉課窓口までお越
　　　   しください。また、郵送を希望される方は電話でご連絡ください。
　③  予診票へ記入し、接種当日に医療機関へ提出し接種する。
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１　対象者　　就学前の乳幼児

２　接種期間　平成 26 年 10 月１日～平成 27 年１月 31 日
３　補助金額　接種費用のうち 1,000 円を補助
　　　　　　　医療機関窓口にて接種費用を全額お支払いいただいた後に、領収書と接種証明 ( 予
　　　　　　　診票の控え ) を受け取り、やすらぎの郷窓口で補助申請を行ってください。後日金
　　　　　　　融機関口座にお支払します。
　　　　　　　※２回接種を行っても、補助対象となるのは 1 回だけです。

※高齢者・乳幼児のどちらも平成 27 年２月 末
　までに申請を行ってください。

▶ 乳幼児予防接種補助 ◀　
　　補助を希望される方は、医療機関への予約後、池田町総合福祉センター（やすらぎの郷）
福祉課窓口で専用の予診票をお受け取りください。
　また、この予防接種は、あくまでも任意接種です。接種される場合は、ほかの予防接種との間隔につ

いてご注意ください。

平成 26 年度　大北地区インフルエンザ予防接種実施医療機関

問い合せ先　福祉課保健係　℡ 61-5000
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平成 25年度　池田町土地開発公社決算
　池田町土地開発公社は、公拡法に基づく設立団体として昭和48年に設立されて以来、工場用地・
住宅用地の取得、造成、分譲を行い、池田町の発展に寄与してまいりました。
　公社役員は、町の理事者および課長、町議会議員、識見者等 14名の理事および 2名の監事で構
成され、理事長は町長が兼務しています。

◆主要事業

◆決算状況

○千本木台住宅地の分譲　○あゆみ野住宅地の分譲

　○収入
　・受託事業収益（町からの委託事業）500 万円
　・預金利息、雑収益　45万円
　　※ 1 万円未満四捨五入

問い合せ先　建設水道課　℡ 62-3130

　○支出
　・受託事業原価　500 万円
　・人件費、経費　333 万円
　平成 25 年度については 288 万円の赤字となります。

平成 25 年度貸借対照表 平成 25 年度損益計算書
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おらが部隊の
ナンバーワン

第２分団２部　

　私たち第 2 分団 2 部は、現在団員は 26 名（20 歳代 5 名、30 歳代 13 名、40 歳
代 8 名）在籍しており、現場経験豊かな年齢層のメンバーがそろい、自分たちの郷
土は自分たちで守るという信念をもって活動しています。中山間地域での広範囲を
担当すると同時に、管理する消防車両や小型ポンプ、消火栓が多い点が大きな特徴
です。建物火災、林野火災を未然に防ぐため、予防活動に力を入れています。さら
に、火災発生時の住民の皆さんによる初期消火において効果のある消防設備の消火
栓およびボックスについては、時には落ち葉に、時には大雪に埋もれがちなこれら
の設備の維持管理を、年間通じて入念におこなっております。今後も地域防災に貢
献できるよう活動していきたいと思っています。
　なお、経験年数の少ない団員も多くなっている中で、訓練等を通じて各団員の習熟度を上げ、有事に素早く対
応できる分団を目指してまいりますので、今後とも皆様のご支援を、どうぞよろしくお願いいたします。
　消防団員は常時募集しています！

第 2 分団 2 部の紹介

▶ 推薦人：宮澤　弘幸（49 歳）
　最年少ホープの小山君を紹介させていただきます。４月か

ら消防団人生がスタートしたわけですが、当初の緊張顔も消

え、今では恵比寿様のような満面の笑顔でのびのびと活動に

汗しています。５月から始まった重要訓練であるポンプ操法

大会の練習では、可搬ポンプによる送水操作・ホース展張・

筒先員の経験と、火事場の基本操作をマスターしてもらい立

派な消防団員となりました。まだ季節ごとの業務や地域性の

絡んだ注意点など覚える事は沢山ありますが、地域に頼りに

される消防団員に成長していく人と確信しています。

▶ 本人コメント
　私は今年の４月に消防団に入団しました。

　まだまだ不慣れな事もありますが、今回のスターに選んで

いただいたからには、期待に応えられるよう頑張りたいと思

います。

　そして、火を消すことが使命の消防ですが、私の「消防魂」

という名の炎は絶えることなく燃やし続けたいと思います！

小山　翔平（22 歳）中島

池田町消防団報 Vol.17

～私たちが頑張っています～

　担当地区：中島、千本木台、半在家、相道寺、広津
　団員数：26 人（うちラッパ 2 人、救護 2 人、バイク隊 1 人）主な装備：可搬ポンプ積載車 3 台

分 団 紹 介

副分団長　三澤　優
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　信州ならではの雄大な自然や風物詩を描いた作品を中心に長野県信濃美術館の収蔵品を展示します。
●入館料：大人 300 円、大学生 150 円、高校生以下無料

ワークショップ
「東山魁夷とコラボレーション！季節を感じる立体絵画を作ろう」
軽量粘土を使ってオリジナル立体絵画を制作します。
●案内役：長野県信濃美術館学芸員　
●日時：10 月 26 日（日）午後 1 時 30 分～ 3 時
●定員：20 人 ※小学生以上対象
●参加費：無料　※持ち物不要。汚れても良い格好でお越しください。
●申込み：事前申込が必要です。　

ワークショップ

『 小鳥のポーチ 』
●講師：今井和子　●日時：10 月 5 日（日）午後 2 時～ 4 時　●定員：15 人
●材料費：1,700 円　●持物：裁縫道具

共通観覧料：一般 400 円（350 円）高大生 250 円（200 円）中学生以下無料　（ ）内は 20 名以上団体料金
休館日：毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は翌火曜日）

長野県信濃美術館移動展

ワークショップお問い合せ・予約申し込み　北アルプス展望美術館　℡ 62-6600

ギャラリートーク
●日程：10 月 4 日（土）8 日（水）11 日（土）15 日（水）18 日（土）

●時間：午前 11 時～　●場所：安曇野ギャラリー

ワークショップ
●時間：午後 1 時 30 分～ 4 時 　●定員：10 人

　・チドリのかがりカード入れ　10 月 4 日（土）/　料金 2,000 円 / 持ち物：裁縫道具

　・子ネコのお手玉　　　　　　10 月 11 日（土）/　料金 500 円

　・残さ袋　　　　　　　　　　10 月 18 日（土）/  料金 2,000 円 / 持ち物：裁縫道具

会期：10 月 19 日（日）まで

　古くから日本にある藍木綿や和布を素材とした、徳嵩よし江氏の作品を通して、我が国が誇るべき「針仕事」

の技や重要性、本物の「手仕事」とは何かをご覧ください。

キルト・アート展　徳嵩よし江  ～祈り～

◇　◇　◇　◇　◇　◇　◇　◇　◇　◇　関　連　イ　ベ　ン　ト　◇　◇　◇　◇　◇　◇　◇　◇　◇　◇

安曇野キルト公募展 2014
会期：11 月 3 日（月・祝）まで

　一つ一つのキルト作品に込められた想いや個性豊かな表現力をご覧ください。

会期：10 月 25 日（土）～ 11 月 3 日（月・祝）　休館日：10 月 27 日
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り
、
旗
を
作
っ
た
り
し
ま
し
た
。

「
ニ
コ
ニ
コ
２
班
」
「
ほ
か
ほ
か
５
班
」

な
ど
、
班
の
名
前
も
ユ
ニ
ー
ク
で
す
し
、

旗
の
デ
ザ
イ
ン
も
班
の
仲
の
良
さ
が
伝
わ

っ
て
く
る
よ
う
な
明
る
い
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
全
校
運
動
で
は
、
縦
割
り
班
で

大
縄
跳
び
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。
大
縄
跳

び
に
入
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
つ
か
め
な
い
低

学
年
の
子
ど
も
た
ち
の
様
子
を
見
て
、
自

然
と
高
学
年
の
子
ど
も
た
ち
が
背
負
っ
た

り
、
手
を
つ
な
い
だ
り
、
背
中
を
ポ
ン
と

押
し
て
タ
イ
ミ
ン
グ
を
と
っ
た
り
し
て
跳

ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
活

動
を
通
し
て
、
縦
割
り
班
の
友
だ
ち
と
の

関
わ
り
が
深
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

９
月
18
日
に
は
縦
割
り
班
野
外
活
動
が

あ
り
、
一
日
野
外
へ
出
か
け
ま
し
た
。
６

年
生
を
中
心
に
、
班
ご
と
の
遊
び
を
決
め
、

野
外
活
動
を
行
い
ま
し
た
。　

校
歌
制
定
50
周
年

校
歌
の
二
部
合
唱
に
挑
戦
し
て
い
ま
す

　

池
田
小
学
校
の
校
歌
の
作
詞
者
は
、
池

田
町
出
身
で
「
て
る
て
る
坊
主
」
を
作
詞

し
た
浅
原
六
朗
先
生
、
作
曲
は
浅
原
先
生

と
親
交
の
あ
っ
た
別
宮
貞
雄
先
生
で
す
。

　

今
年
は
、
池
田
小
学
校
の
校
歌
が
で
き

て
、
ち
ょ
う
ど
50
年
目
の
年
に
あ
た
り
ま

す
。
今
ま
で
、
入
学
式
、
始
業
式
、
終
業
式
、

卒
業
式
な
ど
の
行
事
に
斉
唱
し
て
き
た
校

歌
で
す
が
、
楽
譜
を
見
る
と
、
二
部
合
唱

に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
校
歌
の
二

部
合
唱
に
挑
戦
し
よ
う
と
、
一
学
期
の
全

校
音
楽
か
ら
練
習
を
始
め
ま
し
た
。
聴
き

慣
れ
な
い
低
音
パ
ー
ト
に
、
子
ど
も
た
ち

も
初
め
は
う
ま
く
音
程
が
と
れ
な
い
で
い

ま
し
た
が
、
朝
の
会
や
帰
り
の
会
に
毎
日

繰
り
返
し
歌
う
こ
と
で
、
今
で
は
自
信
を

も
っ
て
歌
え
る
よ
う
に
な
り
、
一
学
期
の

終
業
式
で
は
、
初
の
「
校
歌
合
唱
」
を
行

い
、
子
ど
も
た
ち
も
気
持
ち
よ
く
校
歌
を

歌
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

10
月
23
日
の
音
楽
会
で
も
、
校
歌
の
二

部
合
唱
を
発
表
し
よ
う
と
、
練
習
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

池　田　小　学　校

☆開館時間 火・・・・・・午後    1 時 ~ 午後 6 時
 水・木・金・・午前 10 時 ~ 午後 6 時
  　　　　土・日・・・・午前 10 時 ~ 午後 5 時
☆10 月の休館日　　　　　　　　6・13・20・27・28 日

（28 日は月末館内整理休館です）

どんぐりむら
のほんやさん
なかや みわ 作・絵 
（学研教育出版）
　どんぐりむら
の本屋さんには
素敵な本がいっ
ぱい。その本た
ちとお客様との出会いのために頑張る本屋さんのお
仕事ぶりを描きます。

明日は、いずこの空の下
上橋 菜穂子 著

（講談社）
　児童文学の本の分野で最
も歴史と権威のある国際的
な賞「国際アンデルセン賞」
を受賞した著者が、17 歳の
夏から現在までの、旅の思い
出を綴る。

新 着 書 ピ ッ ク ア ッ プ

◎  お出かけください！ 10 月は図書館まつり  ◎
恒例の図書館まつりを開催します。どうぞお出かけください。

11 日（土） 
◇ 10 時～ 4 時「本のリサイクル広場」　会場：あじさい広場
◇ 2 時～ 3 時 30 分  「つくってあそぼ！」　※ 要申込
　 講師：高瀬中学校美術部の皆さん　会場：2 階児童図書室
12 日（日）　　　　　　　　　　　　会場：2 階児童図書室
 ◇ 10 時 30 分～ 11 時 10 分  「おはなしでてこ～い！！」
◇１時 30 分～ 3 時 30 分「製本講座」　※要申込

内　容：『おしゃれなカードケースと赤い表紙の本をつくろう』
参加費：300 円（材料代）

※ 9 月 20 日（土）から 10 月 10 日（金）まで、ご家庭で読まれなくなった書籍を
リサイクル広場用にお預かりします。ただし、雑誌、全集、汚れや傷みが著し
いものなどはお断りする場合もございます。

その他の新着書
縁もたけなわ　　　　　　　　　　　松田哲夫
かわうそ　　　　　　　　　　　あさのあつこ
極卵　　　　　　　　　　　　　　　　仙川環
ラストレター　　　　　　　　　　さだまさし
炎を薙ぐ　　　　　　　　　　　　　　池永陽
孤独の力　　　　　　　　　　　　　五木寛之
アポロンの嘲笑　 　　　　　　　　中山七里
月 へ 行 き た い　　　　　　　　　　 松 岡 徹 文
どん！　　　　　　　　　　　  　　西村敏雄

トラネコとクロネコ　　　　　　　　宮西達也
緋の天空　　　　　　　　　　　　　　葉室麟
本物には愛が。　　　　　　　　　　黒柳徹子
後妻業　　　　　　　　　　　　　　黒川博行
竜巻のふしぎ　　　　　　　　　　　森田正光
降り積もる光の粒　　　　　　　　　角田光代
ふたごのどんぐり　　　　　　　　　上野与志
げんきのみかたパンツちゃん　　つちだのぶこ
じゃがいもじゃがじゃがさつまいも　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　長野ヒデ子
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第
５
次
総
合
計
画 

後
期
基
本
計
画
の
策
定
状
況

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の

実
施
結
果

　

町
で
は
、
今
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

す
る
「
第
５
次
総
合
計
画
後
期
基
本

計
画
」
策
定
に
あ
た
り
、
計
画
の
素

案
に
つ
い
て
広
く
町
民
の
み
な
さ
ん

か
ら
意
見
を
求
め
る
た
め
、
平
成
26

年
６
月
３
日
か
ら
７
月
２
日
ま
で
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
素
案
に
対

す
る
意
見
募
集
）
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
３
名
の
方
か
ら
、
ま

ち
づ
く
り
の
具
体
的
な
取
り
組
み
方

法
や
土
地
利
用
計
画
、
福
祉
等
へ
の

ご
提
案
や
ご
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
の
で
、
計
画
策
定
の
参
考
に
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
↓
「
池

田
町
か
ら
の
お
知
ら
せ
」
欄
↓
「
池

田
町
第
５
次
総
合
計
画
後
期
基
本
計

画
（
素
案
）
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
の
結
果
に
つ
い
て
」
）
で
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

総
合
計
画
審
議
会
が

計
画
案
を
答
申

　

平
成
26
年
６
月
４
日
に
町
長
か
ら

池
田
町
総
合
計
画
審
議
会
（
中
山
俊

夫
会
長
）
に
対
し
、
後
期
基
本
計
画

（
素
案
）
に
つ
い
て
諮
問
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
以
後
、
審
議
会
で
は
会
議

を
５
回
開
催
し
検
討
を
重
ね
、
８
月

26
日
に
中
山
会
長
が
諮
問
に
対
す
る

「
答
申
書
」
と
「
後
期
基
本
計
画

（
案
）
」
を
町
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　

答
申
で
は
、
基
本
構
想
に
掲
げ
た

「
人
が
輝
き　

歴
史
と
自
然
が
彩
る

　

て
る
て
る
坊
主
の
ふ
る
さ
と
」
の

実
現
に
向
け
た
本
計
画
の
施
策
を
妥

当
と
認
め
る
と
と
も
に
、
計
画
の
実

施
に
あ
た
っ
て
は
「
計
画
策
定
後
は

町
民
に
わ
か
り
や
す
く
周
知
す
る
と

と
も
に
、
基
本
構
想
に
基
づ
き
、
後

期
の
重
点
施
策
を
中
心
に
積
極
的
に

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ま
れ
た
い
」

「
後
期
基
本
計
画
に
位
置
付
け
ら
れ

て
い
る
施
策
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、

緊
急
性
や
町
民
視
点
か
ら
の
優
先
性
、

財
政
状
況
な
ど
を
総
合
的
に
勘
案
し

た
実
施
計
画
を
策
定
し
、
計
画
的
に

実
施
さ
れ
た
い
」
「
地
方
自
治
体
を

取
り
巻
く
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に

対
応
す
べ
く
、
今
後
も
行
財
政
改
革

の
着
実
な
実
施
を
進
め
る
と
と
も
に
、

国
・
県
の
支
援
策
を
積
極
的
に
活
用

し
な
が
ら
計
画
の
実
現
に
努
め
ら
れ

た
い
」
と
の
意
見
を
付
し
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
こ
の
答
申
を
基
に
計
画

の
正
案
を
策
定
し
、
議
会
９
月
定
例

会
で
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
後
期
基
本
計
画
（
計
画

期
間
：
平
成
26
～
30
年
度
）
に
基
づ

き
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。
な
お
、
計
画
概
要
に
つ
き
ま

し
て
は
、
改
め
て
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。

　

問
い
合
せ
先

　
　

総
務
課
町
づ
く
り
推
進
係

　
　
　
　
　
　
　

℡
62
―
３
１
２
９

答申書を手渡す中山俊夫会長（左）

（
池
田
町
短
歌
同
好
会
選
）

新
緑
の
古こ

ど
う道

を
行
け
ば
春
蝉
の
声
こ
だ
ま
し
て
せ
せ
ら
ぎ
と
消
え
ゆ

帯
刀
久
子
（
千
本
木
台
）

終
戦
日
ス
ズ
ラ
ン
の
花
咲
き
み
だ
る
丘
で
語
り
し
戦と

も友
や
す
か
ら
ん

菊
島

　
進

　
（
滝
の
台
）

ほ
の
暗
く
水
面
ひ
ろ
ご
る
青
木
湖
に
夏
の
終
り
の
雨
降
り
そ
そ
ぐ

小
林

　
栄
子
（
四
丁
目
）

我
と
娘
と
天
気
予
報
士
に
な
り
し
ご
と
異
常
気
象
の
深
読
み
を
せ
り

酒
井

　
鈴
子
（
吾
妻
町
）

孫
に
会
ひ
意
味
不
明
な
片
言
に
応
え
る
婆
ば
冷
や
汗
ば
か
り

中
沢
初
恵
（
十
日
市
場
）

張
り
つ
め
し
糸
が
プ
ツ
ン
と
切
れ
し
時
野
辺
の
煙
と
空
に
消
へ
た
き

中
山

　
都
子
（
豊

　
町
）

古
里
の
欅

け
や
き

の
大
樹
さ
わ
り
見
る
触さ

わ

り
し
吾
が
手
を
ま
じ
ま
じ
と
見
き

平
林

　
一
郎
（
一
丁
目
）

長
雨
の
上
が
り
し
朝
の
涼す

ず

風
に
棕し

ゅ
ろ櫚

竹ち
く

さ
ら
さ
ら
葉
擦ず

れ
音
立
つ

平
林

　
芳
子
（
一
丁
目
）

野
の
花
を
窓
辺
に
活
く
る
そ
の
指
に
草
い
き
れ
し
し
雨
後
の
昼
さ
が
り

村
山
み
ち
子
（
三
丁
目
）

※
今
月
の
投
稿
作
品
9
首
。
掲
載
順
は
氏
名
五
十
音
順

※
作
者
の
意
図
に
よ
り
、
あ
え
て
ふ
り
が
な
を
ふ
ら
な

い
場
合
等
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

12 月号掲載短歌募集
　はがきに作品 1 点を記入し、10 月

末日までに投稿してください。対象は

町内在住の方のみです。作品には①地

区名②氏名③電話番号④中学生以下の

方は学校名と学年を明記してくださ

い。投稿多数の場合は、選者により選

考（10 首以内）して掲載します。な

お、選者により語句の訂正等をさせて

いただく場合がありますので、ご了承く

ださい。

■あて先 〒 399-8696（住所不要）

  池田町役場総務課総務係

  ℡ 62-3131
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◆
活
動
の
窓
◆

　

新
池
田
学
問
所
に
つ
い
て
、
公
民
館

で
こ
れ
ま
で
開
催
さ
れ
た
各
種
講
座
の

レ
ポ
ー
ト
を
掲
載
し
ま
す
。

■
こ
が
ね
塾　

７
月
15
日

　

こ
が
ね
塾
で
は
社
会
探
訪
で
諏
訪
湖

周
辺
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

諏
訪
は
近
い
所
で
す
が
、
あ
ま
り
訪

れ
た
こ
と
の
無
い
場
所
も
あ
っ
て
今
回

は
原
田
泰
治
美
術
館
、
片
倉
館
、
タ
ケ

ヤ
味
噌
、
間
欠
泉
、
諏
訪
大
社
下
社
秋

宮
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

原
田
美
術
館
で
は
、
原
田
氏
の
描
い

た
絵
を
著
名
人
が
気
に
入
っ
た
１
枚
１

枚
を
選
ん
で
展
示
す
る
企
画
が
あ
り
、

塾
生
は
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

築
80
年
を
超
え
る
片
倉
館
で
は
、
特

別
に
同
館
２
代
目
当
主
・
片
倉
兼
太
郎

に
扮
し
た
同
館
長
に
よ
る
ユ
ー
モ
ラ
ス

な
案
内
を
い
た
だ
き
、
塾
生
は
楽
し
く

見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

昼
食
は
「
く
ら
す
わ
」
で
ジ
ュ
ー
シ

ー
豚
の
ラ
ン
チ
を
い
た
だ
き
、
続
く
タ

ケ
ヤ
味
噌
で
は
味
噌
造
り
の
工
場
見
学

を
し
、
味
噌
風
味
の
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム

に
舌
鼓
を
打
つ
塾
生
も
い
ま
し
た
。

　

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
な
か
な
か
見
る

こ
と
が
で
き
な
い
個
所
も
あ
っ
て
貴
重

な
１
日
を
す
ご
せ
ま
し
た
。

■
ポ
レ
ポ
レ
塾　

７
月
４
日

　

未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者
対
象
の
家

庭
教
育
学
級
ポ
レ
ポ
レ
塾
「
七
夕
会
」

が
公
民
館
講
堂
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ポ
レ
ポ
レ
塾
で
は
、
伝
統
行
事
を
大
切

に
し
て
い
き
た
い
と
の
思
い
か
ら
様
々

な
季
節
行
事
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
が

「
七
夕
」
は
そ
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

七
夕
会
で
は
、
い
つ
も
の
ダ
ン
ス
や

手
あ
そ
び
を
行
っ
た
後
、
受
講
生
一
人

ひ
と
り
に
、
朝
切
り
出
さ
れ
た
ば
か
り

の
笹
が
配
ら
れ
ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
手

づ
く
り
の
笹
飾
り
や
、
願
い
事
を
書
い

た
短
冊
を
笹
に
飾
り
つ
け
、
思
い
思
い

の
か
わ
い
い
笹
飾
り
を
完
成
さ
せ
ま
し

た
。
笹
飾
り
を
手
に
「
七
夕
の
う
た
」

も
歌
い
ま
し
た
。

「
七
夕
の
お
は
な
し
」
を
聞
い
て
か
ら

の
お
や
つ
タ
イ
ム
で
は
、
伝
統
食
の
七

夕
ま
ん
じ
ゅ
う
を
食
べ
ま
し
た
。
七
夕

ま
ん
じ
ゅ
う
を
初
め
て
食
べ
る
と
い
う

親
子
も
多
く
「
家
庭
で
は
七
夕
飾
り
を

作
っ
た
り
、
お
ま
ん
じ
ゅ
う
を
食
べ
た

り
す
る
機
会
が
な
い
の
で
、
と
て
も
良

か
っ
た
」
と
、
好
評
で
し
た
。

問
い
合
せ
先　

　

池
田
町
公
民
館　

℡
62
―
２
０
５
８

■
第
３
回
リ
ト
ル
シ
ニ
ア
東
日
本

　

選
抜
野
球
大
会
出
場

　

北
安
南
リ
ト
ル
シ
ニ
ア
（
北
安
曇
郡

と
近
郊
の
中
学
少
年
硬
式
野
球
チ
ー

ム
）
に
所
属
す
る
高
瀬
中
学
校
の
生
徒

が
、
第
３
回
リ
ト
ル
シ
ニ
ア
東
日
本
選

抜
野
球
大
会
に
出
場
を
決
め
、
８
月
１

日
、
町
長
室
に
て
激
励
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

勝
山
町
長
は
「
町
と
し
て
も
応
援
し

て
い
ま
す
。
仲
間
を
大
切
に
し
、
上
を

目
指
し
て
く
だ
さ
い
」
と
声
を
か
け
、

キ
ャ
プ
テ
ン
の
髙
野
達
也
君
（
14
）
は

「
ま
ず
は
１
勝
。
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ

て
戦
い
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
る
、

気
合
溢
れ
る
激
励
会
に
な
り
ま
し
た
。

■
第
21
回
池
田
町
民
ゴ
ル
フ
大
会

　

８
月
22
日
、
あ
づ
み
野
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
を
会
場
に
第
21
回
池
田
町
民
ゴ

ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
１
２
８

名
と
大
勢
の
皆
様
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
絶
好
の
ゴ
ル
フ

日
和
の
中
、
好
ス
コ
ア
を
目
指
し
プ
レ

ー
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

総
合
優
勝　

寺
島　

直
樹
（
五
丁
目
）

準  

優  

勝　

勝
野　

則
男
（
鵜　

山
）

第  

三  

位　

勝
家　

哲
夫
（
五
丁
目
）

女
子
の
部
優
勝　

藤
川　

智
江
（
町
内

勤
務
）

■
平
成
26
年
度
池
田
町
民
登
山

　

８
月
23
、
24
日
に
総
勢
18
名
で
常
念

岳
へ
一
泊
二
日
の
登
山
を
行
い
ま
し

た
。

　

朝
集
合
し
た
段
階
で
は
雨
が
ぱ
ら
ぱ

ら
と
降
り
、
山
に
は
雲
の
か
か
っ
た
天

候
で
し
た
が
、
登
山
を
開
始
す
る
と

清
々
し
い
歩
き
や
す
い
天
候
へ
と
変
わ

り
ま
し
た
。
こ
れ
も
日
頃
の
皆
様
の
行

い
の
良
さ
か
ら
か
と
思
い
ま
す
。

　

途
中
の
雪
渓
は
時
期
的
に
見
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
高
山
植
物

を
観
察
し
な
が
ら
、
各
々
の
ペ
ー
ス
で

山
小
屋
を
目
指
し
ま
し
た
。
山
小
屋
到

着
後
は
希
望
者
に
て
山
頂
ま
で
の
ア
タ

ッ
ク
を
行
い
、
そ
の
後
夕
焼
け
や
星
空

を
見
る
な
ど
思
い
思
い
の
時
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。

　

翌
日
の
下
山
で
は
、
途
中
少
し
雨
に

あ
た
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
無
事
下

山
を
し
、
平
成
26
年
度
の
町
民
登
山
は

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

来
年
度
は
、
日
帰
り
の
コ
ー
ス
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
是
非
大
勢
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

 　
問
い
合
せ
先

　
　

総
合
体
育
館　

℡
62
―
７
６
５
４

総
合
体
育
館
よ
り

片倉館の前で記念撮影

七夕の竹を持って、はい！ポーズ

一人一人力強く意気込みを語りました

常念岳山頂にて記念撮影
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たくさんのてるてる坊主が飾られました

　8 月 22 日から 24 日まで、クラフトパークで「第 8 回い

けだまちてるてる坊主アート展」が開催されました。

　今年は、北は福島から南は沖縄まで幅広い地域の、様々

な年代の方による多数の応募があり、過去最多の 1000 点

を超える作品がクラフトパークの風に揺れました。

　体験ブースでは、 紙飛行機を作って飛ばしたり、てるて

る坊主のぬり絵や絵馬に願い事を描く催し物が行われま

した。またアトラクションとして芝生の上をダンボールで滑

る芝生そり滑りなども行われ、家族連れなど大勢の人でに

ぎわいました。

　アート展の入賞者は次の皆さんです（敬称略）

大　賞
芸術部門：平川通寿 / 一般部門：佐藤知子 / 子ども部門：

稲越彩夏・矢島彩也佳・村上結衣 / ファミリー部門：日高

咲夏・純玲 / 造書部門：宮崎かよ子

優秀賞
芸術部門：青木昭博 / 一般部門：楠久子 / 造書部門：佐

野のぞみ（ＲＡＹ）/ 子ども部門：内田知花 / シンプル：

袖山育己 / ファミリー部門：鈴木康子、横山みなと・亮子

交通安全防犯町民大会が開催されました

　9 月 7 日、高瀬中学校講堂で町民約 450 人の参

加者により第 26 回池田町交通安全防犯町民大会が

開催されました。

　凶悪犯罪こそ発生していないものの、特殊詐欺に

おける被害が拡大していることから、今回より大会

名が「池田町交通安全防犯町民大会」と改められま

した。大会では、交通安全宣言、特殊詐欺被害撲滅

宣言が採択され、池田町の安全安心を誓いました。

また、交通安全防犯ポスター・標語コンクール表彰

式や長野県警察音楽隊の演奏、カラーガード隊によ

る演技も行われました。

川田さんが地域おこし協力隊員に就任
　８月 25 日、池田町初

となる地域おこし協力

隊に川田諭
さとし

さん（28 歳・

一丁目）が 着 任しまし

た。

　東京都から転入した

川田さんは「何かをやろ

うと思った時に、少しで

も誰かの役にたてれば」

とさまざまなイベントに

取り組み、ケニヤの文化

とキベラスラムの現状

を伝えるイベントや、カンボジアで井戸を掘るための

キャンペーンなど様々な活動を行ってきました。

　中学、高校と野球部に所属し、体を動かすことが好

きで、スポーツを通して新しい事に挑戦したいと池田

町での活動を決意したということです。

　任期は１年間で、今後は高齢者への体操指導など

運動をテーマに、健康増進や地域活動に携わってい

く予定です。
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地震総合防災訓練および土砂災害全国統一防災訓練が行われました

　8 月 31日、町内の全地区防災会が参加する地震総合防災訓練が行われました。

　朝 7 時に防災行政無線と緊急速報メールで地震発生の訓練放送等が流される

と、各自主防災会と消防団は訓練を開始。町民は身の安全を確保する訓練を行っ

た後、身近な一時避難所に避難し、それぞれの地域でＡＥＤの使い方の確認や消

火訓練などを実施しました。また、中木戸、新屋敷、渋南、鵜山地区を対象に土砂

災害防災訓練が行われました。避難先の渋南集落センターでは砂防事務所職員

による土砂災害のお話を熱心に聞いている様子でした。

　消防団員は無線による指示・報告訓練、土砂災害想定地区の避難誘導訓練の

ほか各地区の消火訓練等を行い、女性消防隊は包装食袋を使った炊き出し訓練

を実施。釜の点火方法など使用方法を細かく確認していました。また役場駐車場

では、衛星携帯電話の通信訓練や浄水器による給水訓練なども行われました。

開館 20 周年を迎えました 平成 26 年度成人式が開催されました

　8 月 23 日、創造館で北アルプス展望美術館の開

館 20 周年記念式典と講演会が開催されました。

　関係者らが参加した式典では、開館 20 周年の歩

みを振り返り、節目を祝いました。また運営に貢献

した美術館友の会会長の師岡昭二さんと、元美術館

運営協議会会長の窪田義信さんに感謝状が贈られま

した。

　講演会では女優・歌手の梶
かじ

芽
め い こ

衣子さんを招き「美

しく生きる」と題して、テレビドラマと映画の撮影

方法の違いなどの裏話を交えながら、新美美術館長

と対談を行いました。

　8 月 15 日、創造館で平成 26 年度成人式が開催

されました。今回成人したのは、男性 59 人・女性

57 人の計 116 人 ( 高瀬中学校卒もしくは現池田町

在住 )。スーツやドレスなどに身を包み、恩師や旧

友との再会を喜びました。

　成人者代表の渡邉悠さん（内鎌）は「それぞれの

立場で世界平和など貢献ができる人間になれるよう

に努力をしたい」と二十歳の抱負を述べました。

　なお、記念品として冊子「池田ものがたり」が贈

られ、新成人は池田町の自然や歴史、地域の取り組

みなどを興味深そうに読んでいました。
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司法書士無料法律相談開催

　司法書士による無料法律相談会を

開催します。

●日時　10 月 1 日（水）午後１時

から４時

●場所　池田町公民館　2 階会議室

●その他　予約は不要です。相談内

容に関する資料があればお持ちの

上、直接会場にお越しください。

【問】司法書士会大町支部

　　　℡ 62-5574

法務局休日無料相談開催

　法務局職員、公証人、司法書士、

土地家屋調査士、人権擁護委員等に

よる無料相談会を開催します。

●相談内容　土地・建物や会社・法

人などの登記手続き、土地の境界問

題・筆界特定に関する手続き、遺言・

相続に関するもの、いじめ・虐待な

どの人権問題に関すること、成人後

見人制度に関すること等

● 日 時　10 月 5 日（日）午前 9 時

30分～午後3時（受付終了午後2時）

●会場　松本市：長野地方法務局松

本支局 / 長野市：長野地方法務局本局

●その他　予約が必要です。相談会

場に 10 月 3 日までに電話にてご連

絡ください。

【申込・問】長野地方法務局松本支

局　℡ 0263-32-2571/ 長野地方法

務局　℡ 026-235-6611

シニア大学公開講座

　健康管理に興味のある方、シニア

大学の講座に関心をお持ちの方は、

お気軽にお出かけください。受講は

無料です。

●日時　11 月 5 日（水）午後 1 時

から 3 時まで

●会場　大町合庁 5 階講堂

●講座名　健康体操

●講師　倉科　儀男氏

【問】大町合同庁舎内　大町保健福

祉事務所福祉課　℡ 23-6507

平成 26 年度自衛官等募集

　防衛省では次の予定で特別国家公

務員「自衛官等」の受付および試験

を実施します。

●募集種目　医科・歯科幹部

●応募資格　医師・歯科医師の免許

取得者

●受付期間　10 月 1 日から 31 日

●試験日　11 月 28 日

【問】自衛隊長野地方協力本部松本

地域事務所　℡ 0263-36-2787

～良い睡眠をとるために～
講演会のお知らせ

　朝、目覚めた時にすっきりしない、

寝つくまでに時間がかかる、途中で

目が覚めてしまう…等々、睡眠に関す

る悩みはいろいろあります。また認知

症予防にも睡眠は大切です。

　人生の三分の一を占める睡眠が少

しでもよくなるように、専門の先生

から学んでみませんか。

●日時　10 月 10 日（金）　午後

6 時 30 分から 8 時

●場所　池田町総合福祉センター　

2 階大会議室

●講師　公益財団法人　精神・神経

科学振興財団理事長　髙
たかはし

橋清
きよひさ

久先生

●その他　申込等は必要ありませ

ん。お気軽にお出かけください。

【問】福祉課健康づくり係

　　　℡ 61-5000

事業所得者等の
「帳簿の記帳」説明会開催

　税法の改正により、平成 26 年１

月から記帳・帳簿等の保存制度の対

象者が拡大され、事業所得、不動産

所得または山林所得などの事業を行

うすべての人が対象となりました。

この改正は、所得税の申告者のみで

なく、町県民税の申告を行う人にも

適用されます。

　そこで、記帳の経験がない人や記

帳の方法を知りたい人を対象に、下

記のとおり説明会を開催しますの

で、お気軽にご出席ください。

●日時　10月17日（金）、20日（月）

　午後 1 時 30 分から 2 時 30 分

●対象者　営業所得または不動産所

得のある方で、白色申告者および町

県民税申告者　※不動産収入が農業に

関係する田畑の賃借料だけの方は、今回の

説明会では対象外とさせていただきます。

●会場　17 日：池田町公民館講堂

/20 日：池田町役場 2 階大会議室

【問】総務課課税係　℡ 62-3131

行政相談委員相談所の開設

　行政相談とは行政に対する苦情や

意見等を町民の皆さんからお聞きし、

その解決や実現を目指す制度です。

相談は無料で秘密は固く守られます。

●日時　10 月 15 日 ( 水 )

　　　　午前 9 時から 12 時

●会場　町福祉会館　静養室 2

●行政相談委員　松田親人委員

【問】総務課総務係　℡ 62-3131

6

鈴木　優
ゆ う

心 　（秀和・宏美／和合）

山﨑　瑞
み ず き

稀（善之・友見／ 3 丁目）

坪井智
ち な み

奈美 （重寛・友美／ 1 丁目）

山本　綾
あや

 （純・グェン トゥ ハン／ 1 丁目）

田中向
ひ ま り

日葵 　（勇人・詩織／花見）

大村　湊
みなと

 　　（拓哉・保江／中島）

大村　瑞
みずき

　 　（拓哉・保江／中島）

那須　大
だ い ご

悟 　（弘志・亜衣／内鎌）

鈴木　昭光 82 吾妻町

浅井 づ  102 堀の内

山﨑　富隆 87 北栂の尾

中山　孝昭 72 豊　町

内山　裕太 17 鵜　山

矢口　新三 91 中　島

太田　トシ 97 内　鎌

　（8 月受付分　敬称略）
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不動産評価等の無料相談会開催

　不動産鑑定士による無料相談会を

開催します。

●相談内容　不動産の売買、交換、

相続、借地、担保、賃貸借に係わる

不動産評価等について等

●日時　松本市：10 月 2 日（木）

/ 長野市：10 月 6 日（月）いずれ

の会場も午前 10 時から午後 4 時ま

で（12 時から 1 時までは休憩時間）

●会場　松本市：松本市役所本庁舎

4 階第 2 応接室 / 長野市：長野市役

所第 2 庁舎 10 階 17 会議室

●その他　予約は不要です。相談内

容に関する資料があればお持ちの

上、直接会場にお越しください。

【問】一般社団法人長野県不動産鑑

定士協会　℡ 026-225-5228

献血をお願いします

「誰かのために」そんな思いやりの

気持ちをお願いします。

●実施日　10 月 3 日（金）

●会場・時間　池田町総合福祉セン

ター（やすらぎの郷）：午前 9 時

30 分から 11 時 30 分 / 長野県厚生

連安曇総合病院：午後 1 時 30 分か

ら 4 時

●その他　長野県厚生連安曇総合病

院ではインフルエンザ流行時は実施

しない場合があります。

【問】大北献血推進協議会

　　　℡ 23-6528

地震体験車のご案内

　過去に発生した地震をはじめ、今

後私たちの住む地域で発生するとさ

れている「糸魚川静岡構造線地震」

も体験できます。「防災」から「減

災」へ、皆さんの防災意識が被害を

減らすことにつながります。

●乗車体験期間　10 月 25 日（土）

から 11 月 5 日（水）

●申込方法　南部消防署までお問い

合せください。

●その他　小さなお子様や、お体に

不安のある方、ご年配の方は乗車の

際にご相談させてください。

【問】北アルプス広域南部消防署　

　　　℡ 62-0119

行政書士無料相談開催

　行政書士による無料相談会を開催

します。

●相談内容　相続手続、遺言手続、

贈与手続、成年後見、建設業許可申

請、経営状況分析、入札参加資格申

請、農地転用手続、開発行為許可申

請、太陽光発電施設設置に関する許

認可、車庫証明、自動車登録、運送

業許可申請、外国人の在留関係手続・

帰化申請、廃棄物収集運搬・処分業

許可申請、料理飲食店営業許可申請、

会社・法人設立手続、議事録作成、

賃貸借・売買等各種契約書作成等、

著作権登録申請、知的資産経営等

●面接相談　10 月 19 日（日）　

午前 10 時から午後 3 時　大北会場：

白馬村保健福祉ふれあいセンター /

安曇野会場：安曇野市豊科交流セン

ターきぼう / 松本会場：イオン南松

本店

●電話相談　10 月 3 日（金）から

5 日（日）までの 3 日間は午前 10

時から午後 4 時まで　℡ 026-224-

1300/10 月 19 日（日）は午前 10

時から午後 3 時まで　℡ 0263-33-

7166

●その他　予約は不要です。相談内

容に関する資料があればお持ちの

上、直接会場にお越しください。

【問】長野県行政書士会松本支部　

　　　℡ 0263-33-7166

法律等無料相談所開催

　10 月 1 日から 7 日までの「法の

日」週間にちなみ、大町簡易裁判所

において無料相談会を開催します。

●相談内容　金銭、土地、交通事

故、成年後見、離婚・扶養・相続等

の家庭のもめごと、差別・いじめ等

の人権問題、遺言や任意後見契約等

の公正証書に関すること等

●日時　10 月 2 日（木）午前 10

時から午後 4 時まで

●会場　大町簡易裁判所

●その他　予約は不要です。相談内

容に関する資料をお持ちの上、直接

会場にお越しください。

【問】大町簡易裁判所

　　　℡ 22-0121
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期　　日 医療機関名 電話番号

医
　
　
　
科

10月　5日(日)
内 安曇総合病院 62-3166
外 安曇総合病院 62-3166

10月12日(日)
内 若林医院 62-2105
外 狩谷整形外科医院 22-7788

10月13日(祝)
内 吉村医院 61-5666
外 栗林医院 22-0305

10月19日(日)
内 はーぶの里診療所 62-0210
外 西森整形外科 61-1700

10月26日(日)
内 平林メンタルクリニック 61-1577
外 石曽根医院 22-0142

北アルプス平日夜間　小児科・内科救急センター
大町文化会館隣「フレンドプラザ大町」1Ｆ

毎週月～土19時～21時
26-6199

内＝内科　外＝外科

診
療
時
間

■医　科　　午前９時　～　午後５時  
■歯　科　　午前９時　～　正午　（要事前連絡)
■薬　局　　午前９時　～　午後５時３０分

期　　日 医療機関名 電話番号

歯 

　
　
科

10月　5日(日) いいざわ歯科医院 23-7050
10月12日(日) 小谷歯科医院 82-2762
10月13日(祝) きらり歯科医院 62-0005
10月19日(日) 小田切歯科医院 62-3134
10月26日(日) 金子歯科医院 23-2200

期　　日 薬　局　名 電話番号

薬
　
　
　
局

10月　5日(日)
キムラ薬局 62-5210
池田土屋薬局 61-5021
フロンティア薬局安曇野店 61-5500

10月12日(日) 白樺薬局 62-0010
10月13日(祝) 松川とをしや薬局 61-1527

10月19日(日)
すみれ薬局 85-2061
スヤマ薬局あいそめ 62-0208

10月26日(日) 高瀬薬局 62-5500

■10月の主な行事
期　　日 行　事　名

10月　3日(金) 池工　競歩大会
10月　4日(土) 町内保育園運動会

10月11日(土)

安曇養護　とんぼまつり
広津紅葉散策
図書館まつり　12日まで
全国地域安全運動　20日まで

10月13日(祝) 町民球技大会

10月17日(金)
高瀬中　第三回学習参観・PTAバザー
池工　公開授業（午前中）

10月19日(日)
全町清掃デー
病院祭・農業祭

10月20日(月) 町内保育園入園説明会（会場:池田保育園）

10月23日(木)
会染小　持久走記録会
池小　音楽会

10月24日(金) 池田町みんなの文化祭　26日まで
10月25日(土) 会染小　資源回収
10月26日(日) 信州池田ワイン祭2014

■休日の緊急当番医等　(当番機関は変更になる場合があります。確認してから来院してください)

■上水道休日緊急当番店
期　　日 店　　名 電話番号

1 0 月 　4 日 ( 土 ) ㈲環境クリーンサービス 62-0554
1 0 月 　5 日 ( 日 ) ㈲一本木建設 22-8498
1 0 月1 1 日 ( 土 ) ヒラタ設備㈱ 0263-58-2310
1 0 月1 2 日 ( 日 ) ㈱ピュアハウス 26-1120
1 0 月1 3 日 ( 祝 ) ㈱大北設備 75-2735
1 0 月1 8 日 ( 土 ) 建設設備 62-5545
1 0 月1 9 日 ( 日 ) ㈲テクノ安曇野 090-7267-6923
1 0 月2 5 日 ( 土 ) 稲洋水道㈱ 090-1200-9730
1 0 月2 6 日 ( 日 ) ㈱クサダ 0263-48-3119

■人の動き
9月1日現在　（　）内は前月比
●人　口　10,370人（－2）　男　4,965人（+1） 女　5,405人（－3）
●世帯数　3,932帯（－2）

■10月の納税等
住民税（第3期）　　　　　　　　　【納期限10月 31日】
国保税・後期高齢（第4期）　　　　【納期限10月 31日】
※口座振替日は 10 月 28 日（火）です。前日までに残高の確認をお願いします。
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■各種相談窓口
相　談　内　容 開催場所(受付・問い合せ先） 開催日時

子育ての悩み相談　育てにくい子どもの相談
カウンセラー相談　児童虐待相談　DV相談 総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

子ども支援センター ℡ 61-5000 

月曜日～金曜日

午前8時30分
～

午後5時15分

幼児食・栄養・乳房マッサージ・血圧相談など 保健センター ℡ 61-5000 
高齢者総合相談

（介護・虐待・成年後見・その他）
地域包括センター ℡ 61-5000 
※時間外及び休日等の場合は役場 ℡62-3131 にて受付

障がい者への虐待相談
障がい者虐待防止センター ℡ 61-5000 
※時間外及び休日等の場合は役場 ℡62-3131 にて受付

身体・知的・精神の各障害や生活など
総合福祉センター(福祉係） ℡ 61-5000 

大北圏域障害者総合支援センター ℡ 26-3855 
こども教育相談室 教育会館 ℡ 61-1430 
消費生活トラブル相談

役場本庁舎　住民課生活環境係 ℡ 62-2203 
多重債務（借金）相談 毎週火・木曜日（要予約）
自殺予防　長野いのちの電話 社会福祉法人長野いのちの電話　　　℡ 0263-29-1414 午前11時～午後10時（年中無休）
精神保健福祉相談 大町保健福祉事務所　診察室（大町合同庁舎1階） ℡ 23-6529 10月16日(木)午後2時～5時
行政相談 池田町福祉会館　静養室2 ℡ 62-3131 10月15日(水)午前9時～正午

あすなろ会（自死遺族交流会） 長野市内
（長野県精神保健福祉センター） ℡ 026-227-1810 毎月第2土曜日

午後1時30分～3時30分

依存症家族グループミーティング
（ギャンブル・薬物・アルコール依存症の方）

長野県精神保健福祉センター ℡ 026-227-1810

毎月第2・4木曜日
午後1時30分～3時30分

依存症当事者グループミーティング
（ギャンブル・薬物・アルコール依存症の方）

毎月第1・3火曜日
午後1時30分～3時30分

青年期グループ
（高校生以上から39歳ぐらいまでの社会的な
活動の機会が少ない方）

毎月第2・4水曜日
午後2時30分～4時30分


